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問
屋
の
歴
史
的
特
質

八
七
八

第
四
十
九
巻

第
六
説

J¥. 

J¥. 

問

犀])

の

歴

史

特

的

質

!
lド
イ
ツ
藤
史
朗
申
振
の
所
論
守
中
心
'
と
し
て
|
|

現副

rI: 

ilit-

は

し

力主

き

問
屋
制
工
業
は
マ

Z
7ァ
ク
チ
ュ
ア
と
と
も
に
、
商
業
資
本
・
高
別
貸
資
本
・
親
方
資
本
等
の
一
前
資
本
主
義
的
資
本
の
産
業
資
本

へ
の
過
渡
期
を
示
す
工
業
経
替
組
織
で
あ
り
、
近
代
的
資
本
闘
係
形
成
過
程
の
重
要
た
る
捨
手
で
あ
る
。
加
之
マ
ニ
ユ
ブ
ァ
タ
チ
ェ
ア

が
官
時
ら
摩
業
革
命
の
技
術
務
草
h
T
準
備
し
た
と
す
れ
ば
、
問
屋
制
ヱ
業
は
か
L

る
段
階
の
庚
般
な
工
業
生
産
を
把
握
し
後
に
産
業
革

命
が
創
出
す
る
近
代
的
資
本
闘
係
を
用
意
し
た
と
云
へ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
ド
イ
ツ
歴
史
墜
派
の
粧
品
何
皐
者
が
問
屋
制
工
業
従
っ
て
問
屋
の
性
格
を
い
か
に
把
握
し
た
か
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
。
ド
イ

ツ
に
於
で
こ
の
問
題
が
論
議
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
後
半
殊
に
八
十
年
代
以
後
で
あ
っ
た
。
し
か
も
最
初
は
我
々
が
問

題
と
し
よ
う
と
す
る
が
如
き
形
態
に
於
て
E

は
な
ぐ
、
首
時

F
イ
ツ
が
首
商
し
つ
L
あ
っ
た
枇
合
問
題
と
し
て
の
『
家
内
工
業
問

題
」
と
し
て
論
議
さ
れ
た
。
恰
か
も
こ
の
時
代
は
F
イ
ツ
産
業
革
命
の
設
展
期
に
る
た
り
、
機
械
制
大
産
業
は
問
屋
制
工
業
を
破
壊

し
つ

L
あ
っ
た
が
、

乙
の
過
程
は
必
然
的
に
家
内
工
業
者
の
ヱ
揚
勢
働
者
へ
の
特
化
過
程
に
伴
ふ
出
家
内
工
業
者
の
窮
乏
と
一
エ
ム
枇
曾

以下特問屋とほと L では問居帝J工業のもとに於ける問屋 (Ved~~g:er)を指す。
別の断目な吉限り問屋はこの:rr:~味に使用されてゐる c



問
題
を
喚
起
し
、

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
問
屋
制
工
業
は
い
か
た
る
八
刀
野
に
於
て
工
場
と
競
争
し
う
る
か
、
問
屋
削
工
業
に
封
ナ
る

枇
合
政
策
的
債
値
判
断
、
家
内
工
業
者
窮
乏
の
根
本
原
因
等
々
が
論
ぜ
ら
れ
た
。
然
し
論
議
が
か
L

る
枇
合
問
題
に
桜
限
さ
れ
て
ゐ

る
限
り
、
『
家
内
工
業
問
題
』
は
我
々
の
問
題
と
闘
係
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
論
議
に
た
づ
さ
は
っ
た
歴
史
皐
一
次
の
経
持
率
者
は
乙
れ

を
契
機
と
し
て
、
我
々
が
問
題
忙
し
よ
う
と
す
る
近
代
的
資
本
関
係
形
成
過
程
に
於
け
る
問
屋
制
工
業
従
っ
て
問
屋
の
性
格
の
究
明

に
赴
い
た
の
で
あ
る
。

か
の
ブ

3
ヒ
ァ

1
の
工
業
費
建
階
段
設
も
枇
合
問
題
と
し
て
の
手
工
業
問
題
・
家
内
工
業
問
題
と
密
接
た
闘

聯
を
有
し
て
ゐ
私
。
か
く
て
歴
史
皐
沃
の
経
済
筆
者
は
か
h
A

る
歴
史
的
把
握
の
う
へ
に
立
っ
て
営
時
直
閲
し
た
枇
命
日
問
題
を
解
決
し

ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
歴
史
皐
派
の
文
献
の
検
討
を
主
嬰
課
題
と
し
て
ゐ
る
。

.'闘"
l劃町

'1笠

舟
山
U

4
A

川'

)圭

同
叶i
 

(7) 

近
代
的
資
本
闘
係
は
云
ふ
ま
で
も
友
〈
、
生
産
手
段
の
濁
占
的
所
有
者
と
し
て
の
資
本
階
級
と
生
産
手
段
を
所
有
し
友
い
直
接
生

産
者
階
殺
を
前
提
と
し
、

か
く
て
生
産
手
段
は
生
産
資
本
と
し
て
、
弊
働
力
は
資
本
階
級
に
購
買
さ
れ
生
産
資
本
の
一
部
と
し
で
生

産
手
段
と
結
合
さ
れ
る
賃
叫
労
働
力
に
樽
化
さ
れ
る
。
然
し
か
L

る
近
代
的
資
本
闘
係
の
確
立
、
換

J

一
目
す
れ
ば
近
代
的
資
本
闘
係
が
完

会
且
つ
支
配
的
に
金
生
産
を
把
持
す
る
た
め
に
は
、
民
般
な
市
場
領
域
の
形
成
を
傑
件
と
す
る
技
術
革
命
l
I開
業
革
命
が
必
要
で
あ

っ
た
。
中
世
枇
舎
の
坪
内
に
於
で
自
由
平
等
博
愛
を
貫
現
し
て
ゐ
た
ギ
ル
ド
的
手
工
業
は
、

と
の
技
術
革
命
を
契
機
と
し
て
近
代
的

資
本
開
係
の
樺
化
と
し
て
の
機
械
制
大
工
場
制
度
に
推
移
し
た
の
で
あ
る
。

然
し
勿
論
技
術
革
命
平
一
契
機
と
し
て
惹
起
さ
れ
党
近
代
的
資
本
闘
係
の
確
立
は
偶
然
的
で
な
い
限
り
、
友
が
い
そ
れ
の
形
成
誠
一
程

同
居
の
暦
史
的
特
質

第
六
披

第
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九
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問
屋
白
族
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

第
六
銑

1L 
O 

凡
人

C

を
も
っ
て
ゐ
た
。
か
t
h

る
近
代
的
資
本
闘
係
形
成
過
程
に
於
て
、
十
執
る
べ
き
技
術
草
命
中
一
準
備
し
た
の
が
マ
一
二
7

7

グ
チ
1
7
で
あ

り
、
近
代
的
資
本
開
係
そ
の
も
の
ミ
形
成
に
専
ら
参
加
し
た
の
が
我
々
の
問
題
と
せ
ん
と
す
る
問
尾
川
工
主
で
あ
る
。

周
知
の
や
う
に
中
世
末
期
に
出
現
し
た
市
場
の
棋
大
は
、

マ
エ
ュ
て
ノ
ク
チ
ュ
ア
及
び
問
足
制
て
主
に
刻
す
る
市
揚
保
件
を
充
し

た
。
蓋
し
『
耐
組
織
は
工
業
生
花
物
を
山
闘
い
市
場
制
域
に
供
給
す
る
と
と
を
使
命
、
と
す
る
』
か
ら
で
あ
る
。

i

J

J

・-・
1
u
z
n
〉

五
uq

晶、

力
く

L
吋
刊
当

ι
抗
J
ノ

つは
60''') 

)j 

ュフ
y

ク
千
五
ア
他
1
3
に
閣
足
制
工
法
九
約
一
成
一
』
川
せ
し
め
、

し
か
も
一
刷
品
引
け

「
た
山
市
乃
焦
点

M
F
亡
八
二
、
司
一
一
品
ヒ
と
ん
は

:
i
t
-
-
r
i
l
i
l
i
-
-

の
で
あ
る
c

然
し
と
の
二
つ
の
組
織
は
著
し
く
性
質
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
て
『
こ
の
両
者
の
相
異
れ
る
新
は
唯
k

こ
の
任
務
を
完
う
す

る
方
法
と
弊
働
者
編
制
の
方
法
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
る
凶
』
マ
ニ
ュ
ブ
ァ
ク
チ
ュ
ア
は
或
は
既
に
枇
合
的
に
分
叫
ん
化
し
て
ゐ
る
手
工
業

を
マ
ニ
ュ
7

ァ
ク
ヂ
ュ
ア
内
部
の
分
業
に
組
織
し
、
或
は
従
来
一
の
手
工
業
h
q
一
先
づ
躍
純
協
業
化
し
漸
弐
分
業
化
し
た
が
、

に
生
産
手
段
は
直
接
生
育
者
の
乎
を
離
れ
粧
品
百
主
の
茨
木
に
醇
化
し
‘
直
接
生
時
者
は
質
質
的
に
も
外
見
的
に
も
手
工
業
者
の
猟
立

そ
と
で
は
既

を
喪
失
し
た
貨
弊
働
者
で
あ
る
。
問
照
制
工
業
に
於
て
は
マ
ニ
ュ
7

ァ
ク
千
ュ
ア
ほ

ε子
工
誕
の
間
別
立
に
刻
立
す
る
外
観
を
一
不
さ
な
い
。

手
工
業
者
は
樹
立
を
喪
失
し
て
家
内
工
業
者
に
特
落
す
る
が
、
家
内
工
走
者
は
叫
労
働
ヂ
段
、
多
く
の
場
合
に
は
弊
働
刻
柏
戦
す
ら
も
所

有
し
、
従
来
の
生
産
方
法
通
り
に
生
産
し
て
居
り
、

そ
の
資
本
へ
の
隷
嵐
は
著
し
〈
間
接
的
・
商
走
資
本
的
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
7

ニ
L

フ
ァ
グ
千
ェ
ア
に
於
け
る
資
本
の
生
産
支
配
は
慨
に
近
代
的
安
本
ー
閥
係
を
前
提
と
し
て
居
る
に
反
し
、

ー

:
3
m尾
市

工
学
、
に
於
て
は
少
く
と
も
外
見
上
は
直
接
生
産
者
は
生
産
手
段
を
所
お
し
て
ゐ
る
手
工
業
者
の
延
長
の
如
く
見
え
る
が
、
直
接
生
産

者
は
そ
れ
に
も
か
L
は
ら
や
手
工
業
者
の
猫
立
を
喪
失
し
た
案
内
工
業
者
で
る
り
、
資
本
の
生
産
支
配
が
存
在
す
る
。
問
屋
制
工
主

フアクチユアそのもの L存主を否定 Lたものではない<)Biicher i士分業を強調
する倖り、機械の草命的意義を把握することができずヘ-~フ 7 クチユア
と機械制大工場を分業主本質的特徴とする」工場1 1"こ包合せ Lめたのである
(Vgl. Bucher， K・ a.a. O. S. 188. Gewerbe--I-Iandwarterhuch der Sta刷、

明日nschaften.Bd. 4， Auft. 4， S. 99ト 2)。こ Lで 1;1，工場'1工マユユフアクヲ



に
於
け
る
か
L

る
資
本
の
生
産
支
配
は
何
に
仕
掛
ぐ
の
で
あ
ら
う
か
。

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
我
々
は
問
屋
制
工
業
を
、

子
工
治
的
技
術
に
い
比
脚
せ
る
そ
れ
と
7

一ュ
7

7
ク
チ
ェ
ア
的
技
術
に
立
脚
せ
る
そ
れ
と
に
分
つ
で
淀
川
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

問
屋
制
工
業
は

『
そ
の
初
期
に
於
て
は
在
来
の
生
産
一
方
法
に
は
全
然
潤
れ
や

J

、
?と
". 
そ
『コ
販
賀
正〉

み
を
キ且
織
せ
ん
と
し

た"
'=' 

ιコ
-C" 

あ
る
。

枇
合
的
分
業
の
帯
祝
日
此
従
っ
て
市
場
の
摘
犬
は
顧
客
生
還
を
基
調
と
す
る
手
工
業
を
し
て
遠
隔
の
市
場
、

往
々
財
界
市
場
宇
一
刻

的
棋
と
す
る
生
直
を
山
政
儀
な
ぐ
さ
せ
た
が
、
布
市
恨
の
生
産
方
法
!
本
側
生
産
・
千
工
的
技
術
・
次
長
制
的
生
産
・
生
高
千
段
の
所
有
等
々

!
に
允
脚
す
る
子
仁
業
は
こ
れ
ら
の
成
え
な
市
場
と
直
接
に
附
係
ず
る
こ
と
は
一
じ
き
な
い
。

か
く
し
て
従
夜
は
常
時
の
針
外
商
業
に

械
限
さ
れ
、

ギ
ル
戸
組
織
に
上
り
制
限
さ
れ
て
ゐ
た
目
的
立
資
本
が
成
ム
へ
た
市
場
L

一党
υ
納
子
工
立
と
の
結
山
内
貼
と
し
で
買
要
た
機
能
hr
一

況
が

d

る
に
ポ
る
o
J
間
治
資
本
の
結
節
却
と
し
ご
の
憐
献
が
羽
化
4
9
れ
ば
す
る
町
村

F
工
治
者
以
、

.M料
訓
山
仏
製
μ
川
版
ド
絞
れ
於
円
、
附
北
部
u
本

に
依
存
す
る
に
五
り
、
遂
に
は
生
産
の
種
類
・
程
度
が
全
ぐ
商
業
資
本
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
に
至
る
o
か
く
し
て
手
下
業
#
刊
の
生
産
の

種
類
・
程
度
が
商
業
資
本
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
に
主
る
と
.
商
業
資
本
は
問
屋
と
な
り
、
手
工
山
菜
者
は
家
内
工
業
者
と
な
り
、
問
屋
制
工

業
が
形
成
さ
れ
私
。
こ
の
段
階
に
於
け
る
問
屋
の
家
内
工
業
在
の
生
直
支
配
は
専
ら
問
屋
に
よ
る
販
路
の
溺
占
に
北
川
く
の
で
あ
る
o

更
に
問
屋
制
工
業
が
進
歩
す
る
と
、
家
内
工
業
者
の
濁
立
の
喪
失
は
、
山
県
に
彼
等
の
生
産
物
の
販
路
が
問
屋
に
郷
市
さ
れ
て
ゐ
る

た
め
ば
か
り
で
た
く
、
更
に
技
術
的
原
因
に
も
基
づ
く
に
壬
る
。
既
に
述
べ
た
如
〈
市
揚
の
掠
大
は
間
足
削
工
業
の
ほ
か
に
マ
ニ
ヱ
ブ

7

ク
チ
ュ
ア
を
成
瓦
せ
し
め
た
が
、

マ
ニ
ュ
7

ァ
ク
チ
ム

7
内
部
に
分
業
が
護
展
す
る
に
つ
れ
て
、
問
屋
制
工
業
も
又
か
L

る
分
業
の
う

へ
に
再
編
制
さ
れ
る
。

マ
ヱ
ェ
フ
ァ
ク
チ
ェ
ア
は
周
知
の
如
く
子
工
業
に
於
て
単
調
の
柏
町
働
者
(
親
方
・
職
人
・
徒
弟
)

に
よ
り
行
は
れ

た
生
有
段
階
を
史
に
分
化
し
且
つ
そ
の
各
段
階
を
専
門
的
労
働
者
を
し
て
捨
任
せ
し
め
、
道
具
を
分
化
せ
し
め
、
産
業
輩
命
の
技
術

問
屋
の
歴
史
的
特
質

第
六
競

ブじ

第
四
十
九
巻

丹、

iI.. 

ュア.!:すべきであらろ
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問
屋
の
廃
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

ブL

第
六
腕

ノL

^ 

的
準
備
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
く
し
て
マ

ニュ
7

ァ
ク
チ
ェ
ア
内
部
に
於
て
専
門
的
部
分
的
道
具
と
専
門
的
部
分
的
熟
練
を
布
す
る

部
分
労
働
者
と
に
よ
り
行
は
れ
る
部
分
的
生
産
各
段
階
は
外
化
さ
れ
て
、

と
の
部
分
的
生
産
各
段
階
を
捨
任
7
る
多
数
の
異
種
的
な

9
 

部
分
的
家
内
工
業
者
が
成
立
す
る
。
か
h

る
過
程
を
通
じ
て
7

エェ
7

7

ク
千
ュ
ア
が
も
た
ら
し
た
生
産
力
水
増
は
問
屋
制
工
業
に
於

て
も
維
持
さ
れ
私
。
と
こ
ろ
が
と
れ
ら
の
家
内
工
業
者
に
よ
り
捨
任
さ
れ
る
部
分
的
生
昨
各
段
階
は
そ
れ
自
身
と
し
て
は
存
本
慣
値

そ
有
せ
や
¥
仙
の
部
分
的
生
時
各
段
階
と
結
合
さ
れ
る
三
と
に
よ
り
、
始
め
て
商
品
位
を
も
っ
生
産
物
の
部
分
段
階
Y

と
し
て
意
味
を

も
り
。
従
勺
て

P
L
る
部
分
的
広
刷
工
来
者
、
い
多
数
の
英
雄
的
家
内
工
業
者
の
捨
任
γ
P
O
開
叫
一
一
ワ
た
作
品
一
時
一
件
段
階
伊
一
統
一
寸
'
る
生
汗
政

階
統
一
者
た
し
に
は
存
在
し
得
た
い
。
生
産
段
階
統
一
者
は
問
屋
(
生
産
設
備
を
右
し
な
い
前
人
的
問
屋
・

マ
己
ュ
フ
マ
タ
チ
ュ

7

・
大
模
親
親

方
等
々
)

か
く
て
こ
の
段
階
に
至
る
と
問
屋
の
家
内
工
業
者
の
生
産
支
配
は
販
路
の
狗
占
に
基
づ
〈
の
み
ゑ
ら
歩
、
生
産

で
あ
る
。

段
階
統
一
の
機
能
に
も
基
づ
く
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
如
く
問
民
は
先
づ
販
路
の
抑
制
占
に
よ
り
、

つ
い
ぜ
生
町
段
階
統
一

の
機
能
に
よ
り
、
直
接
生
産
者
た
る
家
内
工
業
者

の
猫
立
を
剥
悲
し
、
賃
制
川
上
賃
第
働
者
に
特
化
す
る
。
従
っ
て
マ

=
z
7
7

ク
チ
ュ
ア
経
替
者
が
近
代
的
資
本
関
係
に
立
ワ
て
直
接
生

産
者
を
賃
持
働
者
に
時
化
し
た
と
す
れ
ば
、

問
民
制
工
業
に
於
て
は
問
毘
は
在
来
の
生
産
方
法

l
b長
苧
酌
か
骨
骨
L
r
骨
骨
九
い
わ
か
酢
和

零
細
生
産
・
手
工
的
技
術
・
家
長
制
的
生
産
等
l
に
立
つ
直
接
生
産
者
を
賓
質
上
賃
捗
働
者
に
特
化
す
る
と
云
ふ
と
こ
ろ
陀
問
屋
の
歴
史

的
特
性
を
見
得
る
で
あ
ら
う
。

マ
エ
ム
7

7

タ
チ
ュ
ア
が
手
工
的
分
業
の
う
へ
に
立
っ
て
従
来
の
生
産
方
法
を
根
本
的
に
岬
皮
革
し
、
問
屋
制
工
業
が
従
来
一
の
生
産
方

法
に
立
ち
乍
ら
質
賃
上
直
接
生
応
者
を
賃
労
働
者
に
醇
化
す
る
と
云
ふ
附
者
の
性
絡
の
相
具
は
雨
者
の
普
及
の
著
し
い
相
具
の
原
因

sy.teme-.. a. O. S. 190-191)。
Bucher， K.; a. a. O. S. 1&5・

Bucher K.; a. a. O. S. 185・
Vgl. Schmoller， G.; Die ge:schichtliche Entwichhllll?; d~~r Unternehmllng_ V. 
Hau沿industrie-Schmollers']abrbuch.Jg. 14-Heft. 4， J[890， S. 23. Schmoller 
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を
説
明
す
る
。

マ
ユ
ェ
7
7
ク
チ
ュ
ア
は
従
来
の
生
直
方
法
を
根
本
的
に
鑓
草
す
る
が
故
に
中
位
的
批
合
組
織
・
ギ
ル
「
組
織
に
直
接

衝
突
す
る
の
み
な
ら
や
、
そ
れ
が
も
っ
ヂ
ヱ
的
技
術
と
云
ふ
制
約
は
そ
の
反
針
物
を
根
底
か
ら
覆
へ
す
こ
と
が
で
き
」
示
、
従
っ
て
そ

の
歴
史
的
軍
要
性
に
も
か
L
は
ら
や
金
工
業
生
産
を
把
撮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

問
屋
制
工
業
は
そ
の
性
格
の
一
面
と
し

て
従
来
の
生
産
方
法
に
立
っ
と
云
ふ
性
質
を
布
す
る
た
め
に
中
世
的
批
舎
組
織
・
ギ
ル
ド
組
織
の
あ
ら
ゆ
る
間
隙
か
ら
し
の
び
込

み

.mん
ど
あ
ら
ゆ
る
工
業
生
夜
ぞ
但
揮
し
、
中
世
的
工
業
生
産
組
織
を
賓
質
的
に
授
賞
さ
せ
わ
。
然
し
そ
れ
が
も
つ
か
h

る
性
格
こ

そ
他
方
に
於
て
産
業
革
命
。
技
術
鑓
手
を
準
備
せ
や
、
技
術
唆
γ
平
に
よ
り
根
底
か
ら
覆
へ
さ
れ
る
原
悶
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

2
 

は
と
に
か
く
か
、
る
普
及
。
相
具
が
多
く
の
経
内
史
安
ど
し
て
7

一一ェ

7
7
ク
千
斗
ア
の
意
義
九
七
過
ゆ
汗
偵
せ
し
め
、
問
屋
加
工
業
の

意
義
を
渇
ム
ヘ
汗
慣
せ
し
め
た

η

?
あ
る
が
.
府
庁
ば
布
に
池
〈
た
加
〈
等
し
く
興
っ
た
照
児
的
役
制
を
川
仇
し
た

1

小
川
叶
欠
の
一
服
史
的
存

4
q
p
あ
る
。

か
く
し
て
マ
ニ
ょ
7

ァ
ク
チ
ヱ
ア
と
問
屋
制
工
業
は
中
世
壮
舎
の
資
本
た
る
商
業
資
本
・
高
利
貸
資
本
・
親
方
資
本
と
近
代
的
葎
業

資
本
と
の
中
間
的
資
本
支
配
の
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
に
相
廃
し
た
性
格
と
機
能
を
有
し
た
と
と
右
の
泊
り
で
あ
る
。

こ
の
問
屋
制
工
業
従
っ
て
問
屋
に
闘
す
る
丈
献
は
司
・
司
・

]
W
R
r
q
(
一
六
六
八
年

)
g
z
F
r
H
2
r
-

ト
に
も
既
に
見
ら
れ
る
が

7
、
と

L
で
は
専
ら
十
九
世
紀
後
半
に
表
れ
た
主
要
な
ド
イ
ツ
歴
史
些
派
の
諸
文
献
が
こ
の
問
題
を
い
か
に

(
不
明
)
そ
の
他
の
カ
メ
ラ
リ
ス

取
扱
っ
た
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

問
屋
の
性
格
に
閲
す
る
諸
研
究

河
麗
の
臆
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

第
六
競

八八一一一

九
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問
屋
の
暦
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

第
六
銃

ブb
四

八

八

四

ド
イ
ツ
歴
史
皐
派
の
こ
の
問
題
に
闘
す
る
寅
設
的
・
別
論
的
研
究
は
紗
し
い
数
に

k
っ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
や
、

そ
の
論
告
y
る
と
こ

ろ
も
匝
K

で
あ
る
。
加
之
と
れ
ら
は
直
接
に
は
問
屋
制
工
業
の
性
格
規
定
を
課
題
に
し
て
ゐ
る
。
然
し
問
屋
制
工
業
の
性
格
は
根
本

的
に
は
問
屋
と
家
内
工
業
宥
と
の
闘
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問
屋
削
工
業
の
性
絡
に
闘
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
か

ら
彼
等
が
問
屋
の
性
格
を
い
か
に
想
解
し
た
か
、
ど
う
か
ピ
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

間
町
民
の
悦
怖
に
川
附
ず
み
ド
イ
ツ
舵
史
的
ト
ァ
…
似
の
規
定
は
艇
め
亡
一
般
的
に
で
は
あ
る
が
一
一
つ
の
仰
向
ド
、

す
た
は
ち

mM肌
配
地
な
る

商
人
或
一
は
せ
い
，
，
P
¥
配
給
上
の
問
屋
と
見
る
傾
向
と
問
屋
を
産
業
資
本
家
と
見
る
傾
向
と
が
あ
る
。

何
商
人
設

問
屋
を
取
な
る
商
人
と
見
ょ
う
と
す
る
傾
向
の
う
ち
に
も
色
々
の
見
解
が
あ
る
こ
と
云
ふ
ま
で
も
た
い
が
、

こ
L

で
は
ス
テ
ィ
l
ダ
と
リ
1
7
7

り
1
7
7
ン
は
歴
史
製
派
の
絞
尚
早
者
で
は
た
い
が
、

4皮
i;， 

ン
に
つ
い
で
述
べ
る
と
と
に
す
る
。

一
つ
に
は
歴
史
筆
派
の
問
屋
規
定
の
一
傾
向
を
概
端
に
ま
で
設
展
せ
し
め
、

二
つ
に
は
そ
の
立
揚
に
立
っ
て
他
の
傾
向
を
代
表
す

る

シ
ュ
モ
ラ

1
、
プ
ュ
ッ
ヒ
ァ
l
、
ゾ
ム
パ
ル
ト
を
批
判
し
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
t
h

で
は
り

1

7
マ
ン
に
刷
開
設
し
た
い
わ
け
に
は
ゆ
か
た

u、
。(A) 

ス

フー
イ

ダ

『
私
は
家
内
工
業
の
も
と
に
家
庭
で
、

そ
の
地
方
の
版
容
の
一
任
文
ま
た
は
地
方
的
販
路
の
た
め
で
た
く
、

則
と
し
て
商
館
ま
た
は
輪
出
の
た
め
、
専
ら
大
規
模
販
路
の
た
め
に
働
〈
工
業
活
動
を
理
解
す
る
。
家
内
工
業
を
手
工
業
か
ら
匝
別

す
る
も
の
は
販
路
の
種
類
に
、

工
場
か
ら
巨
別
ず
る
も
の
は
労
働
者
の
従
業
の
場
所
で
あ
る
。
家
内
工
業
と
手
工
業
と
は
持
働
揚
所

の
狭
い
と
と
、
補
助
人
員
の
重
要
で
た
い
と
と
を
、

エ
揚
と
は
そ
の
完
成
生
産
物
の
販
路
の
大
な
る
と
と

を
士
ハ
辺
に
す
る
。
円
本

内
工
業
者
に
剥
し
加
工
さ
る
べ
き
阪
料
が
商
館
の
側
か
ら
行
〈
か
或
は
自
ら
調
註
す
る
か

(
賃
銀
制
か
買
取
制
か

l
部
者
)
を
私
は
一
則
4
1

2， Aufl. 2， 19:28， 

目I
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的
要
素
と
見
る
。

そ
れ
故
に
私
は
販
路
関
係
の
一
構
成
を
家
内
工
業
の
特
徴
的
要
素
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ
て
家

内
工
業
者
の
大
怒
る
経
済
的
従
属
、
大
抵
の
彼
等
の
摩
治
さ
れ
た
mm
態
は
惹
起
さ
れ
る
。
」

か
く
の
如
き
が
ゾ
ム
パ
ル
ト
に
よ
っ
て

『
輸
出
手
工
業
」
(
同
名

Q
E
E
E
Z
P
)
読
と
博
さ
れ
た
ス
テ
ィ

1
ダ
の
問
屋
制
工
業
の
規
定
で
あ
る
。

輸
出
手
工
業
設
は
刷
業
詑

(
Z
O
F
E
Z
E
F
M
E開
E
q
E
5
0
2
0
)
と
相
並
ん
で
問
屋
制
工
業
に
闘
す
る
古
〈
か
ら
の
見
解
で
あ
る
。
。
『
C
Z
Z
出

E
，E
E聞

の
『
ド
イ
ツ
閥
横
同
盟
に
闘
す
る
パ

l
マ
l
ス
ト
ン
郷
へ
の
報
告
』
(
一
へ
四

O
年
濁
諜
)
、
〉
云
主
詰
ロ
の
『
シ
ユ
ザ
ル
ツ
ザ
ル
ト
の
時
計
工
業
に
つ

い
て
』
(
一
八
四
五
年
)
、
話
回

S
己
百
円
の
『
大

L
業
と
小
工
業
に
づ
い
て
』
二
入
五
五
年
六
己
目

1

吾
E
乙
-o
「
の
『
十
九
陀
紀
に
お
け
る
ド
イ
ヅ

小
工
莱
の
挺
先
に
つ
い
て
』
(
一
八
六
品
半
)
に
於
て
は
略
々
ス
チ
イ

i
r
と
同
一
見
解
が
惑
で
り
れ
て
ゐ
る
0
日

ス
テ
ィ
l
ダ
は
前
一
接
に
は
山
昆
削
工
主
に
つ
い
て
辿
べ
て
ゐ
『
甘
か
ら
、

花
々
は
こ

L

か
ら
問
屋
に
闘
す
る
ス
テ
ィ
I
ダ
の
見
解
↑
て

即っか
Y
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
筋
一
に
う
ア
ィ

1
9
に
従
へ
ぽ
安
門
工
主
斤
は
版
附
の
碕
矧
に
上
り
子
工
法
か
ら
同
刑
さ
れ
る
に
十
苛

』
ペ
問
屋
へ
の
隷
胤
に
よ
っ
て
『
は
な
い
の
で
め
る
。
従
つ
一
」
ス
テ
ィ
ー
ダ
の
見
解
に
よ
れ
ば
案
内
工
染
者
は
根
本
的
に
は
「
自
由
獅

立
な
る
』
手
工
業
の
延
長
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
た
る
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
『
輪
出
子
工
業
』
誌
な
る
特
徴
づ
け
は
こ
の
黙
に
基
い
て
ゐ
る
。

従
っ
て
第
二
に
案
内
工
業
者
が
『
自
由
濁
立
な
る
』
手
工
業
の
延
長
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
問
屋
の
家
内
工
業
者
支
配
は
問
屋

の
本
質
的
性
格
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
問
屋
は
せ
い
ん
¥
零
細
生
時
仔
た
る
ヂ
工
業
庁
と
成
た
な
市
場
を
連
絡
す
る
取
な

る
(B) 商
リ人

~C 

7 す
すぎ

ン1同友
u、
こ

と
に

友
る

ス
テ
ィ
l
ダ
は
さ
き
の
引
肘
文
の
一
不
ず
如
〈
案
内
工
北
込
者
の
経
消
的
隷
屈
を
副
次
的
要
素
と
し
て
ピ
は
る
る

が
認
め
で
ゐ
る
。

リ

1

7

7

ン
に
亘
る
と
か
L
る
経
済
的
隷
屈
は
会
〈
彼
湖
特
の
交
換
概
念
の
う
ち
に
割
波
さ
れ
て
し
ま
ふ
。

リ
1

7

7

ン
の
問
屋
制
工
業
の
規
定
は
弐
の
三
段
論
法
か
ら
な
る
。
第
一

の
規
定

l
『
我
々
が

工
業
活
動
の
本
質
的
・
決
定
な

問
罵
質
の
賂
史
的
特

第
四
十
九
巻

入
八
五

第
六
競
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Sombart， W.; Dぃa.O. S. 728-9・
SChmoller， G.; a. a. O. S. 23-24-
例へば Held，A.; 乱. a. O. S. 67S-6~ I はこれに嵐する。 Biicherについては
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同
居
の
賂
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

第
六
銃

八
八
六

九
六

棋
識
と
し
た
の
は
交
換
粧
消
的
組
織
で
る
る
。
』
第
二
の
規
定
『
す
べ
て
の
交
換
絞
済
的
行
須
の
阿
別
に
針
す
る
最
高
の
経
済
的
見

地
は
生
産
物
が
寅
ら
れ
る
か
、
給
付
(
問
、

2
5間
)
が
買
ら
れ
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
請
負
仕
事
(
君
。
-r2三戸
m
g
m
)
は
後
者
に
鹿

し
、
請
負
仕
事
契
約
は
畑
町
働
契
約
で
あ
る
。
さ
て
私
は
か
a
A

る
努
働
契
約
に
入
る
努
働
者
が
濁
立
で
あ
る
か
摘
立
で
な
い
か
の
事
情

を
労
働
契
約
の
桜
木
的
差
別
様
準
と
見
民
。
』

リ
1

7

7

ン
の
規
定
は
か
う
い
ふ
と
と
に
た
る
、
事
鞠
A
M
U

枇
は
車
輸
(
生
産
物
)
ヰン

販

f
-
》

rh

〆・

草
寸

yn
ド

灼

[

仙川辺

-w此
付
組
脈
サ
l
ピメハ

市
慨
令
制
と
問
問

ωハ
円
枇
ー
し
は
阪
本
的
に
阿
川

へ
給
付
)
な
版
資
す
り
ゃ
の
一
小
ー
あ
る
か
わ
、

る
範
鳴
に
局
す
る
が
、
俄
道
曾
枇
と
師
道
従
業
員
と
は
『
持
働
者
一
』

の
単
な
る
内
議
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
奇
妙
な
る
規
定
か
ら
結
論

を
導
き
だ
す
。
結
論

l
「
問
屋
制
生
産
は
J

猫
立
の
一
一
経
済
主
慌
が
、

そ
の
生
産
物
を
寅
る
:
意
志
の
る
る
一
注
文
者
の
た
め
に
、

持
働
を
給
付
し
ま
た
は
彼
(
問
屋
制
生
産
者
筆
者
)

の
一
雇
傭
す
る
非
濁
立
持
働
者
宣
し
て
給
付
せ
し
む
る
と
と
る
の
工
業
生
涯
で
あ

る
。
或
は
簡
単
に
云
へ
ば
問
屋
制
生
夜
者
は
彼
の
提
供
し
た
生
産
物
一
を
交
換
に
だ
す
意
志
の
あ
る
注
文
者
と
仕
事
請
負
契
約
を
締
結

し
た
被
注
文
者
で
あ
る
。
』
す
な
は
ち
た
と
へ
経
費
主
た

r
一
人
或
は
家
族
た
ち
だ
け
で
あ
ら
う
去
数
百
数
千
に
上
る
賃
持
働
者
と
近

代
的
大
設
備
を
使
っ
て
ゐ
る
大
工
佃
舗
で
あ
ら
う
と
、
彼
が
注
丈
者
の
一
原
料
を
加
工
し
、

そ
れ
が
注
文
者
の
乎
に
於
て
販
古
賀
さ
れ
る
限

り
等
し
〈
『
濁
立
』

の
問
屋
制
生
産
者
で
あ
り
、
注
文
者
は
問
屋
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
見
解
は
肢
に
〉
-
d
H
E
D
『
下
ラ
イ
ン
の
工
業
及
び
そ
の
第
働
者
』
(
一
八
七
九
年
¥

一
年
)
に
萌
芽
的
に
表
れ
、

p
r
f
z品
H
E
E

に
も
遅
い
が
、
リ
ー
フ
マ
ン
ほ

r大
謄
日
つ
非
挺
史
的
で
は
な
か
っ
た
。
り
1

7

マ
ン
の
こ
れ
ら
白

諸
撃
者
に
謝
す
る
不
満
ほ
こ
L

に
あ
ワ
た
の
で
あ
る
。
却

〉
白
色
白
の
『
イ
ギ
り
ス
枇
曾
史
ニ
巻
』
(
一
八
八

か
く
の
如
〈
リ
1

7

7

ン
の
問
屋
制
生
産
者
は
賃
銀
制
(
同
b
r
D
g
E
E
)
の
家
内
工
業
者
か
ら
近
代
的
た
大
企
業
ま
で
を
含
ん
で
を

nに述ペた。
Í..1ef~-ann. R.: Uber丸Neぉeniles VercJags (der I-{au~indust :rie). 1899. Kap. 2. 
Stieda， W.; Literatur， heuti再e Zustande und El北川ehung der rleutschen 
E王国.lsindustrie-Schrif!er】 des Vereim; fur SoziaJpolitik. l~d. 39， 188I. S. 22. 
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り
、
従
っ
て
か
L
A

る
非
歴
史
的
・
M
M
式
的
概
念
に
含
ま
れ
る
案
内
工
業
者
が
近
代
的
な
大
企
業
と
等
し
〈

「
濁
立
の
経
済
主
惜
」
と

考
へ
ら
れ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
か
〈
の
如
き
『
濁
立
の
経
済
主
惜
』
と
取
引
す
る
問
屋
は
そ
の
生
産
物
を
賓
却
す
る
目
的
で

界
働
を
注
文
す
る
商
人
で
あ
る
の
は
首
然
で
る
ら
う
。

以
上
述
べ
た
如
〈
ス
テ
ィ
1
ダ
と
リ
1
7
7
y
の
問
屋
制
工
業
、
従
っ
て
問
屋
と
家
内
工
業
者
の
性
格
規
定
は
か
友
り
異
っ
た
色

調
を
も
っ
て
ゐ
る
が
、
然
し
問
屋
を
商
人
、
家
内
工
業
者
を
濁
立
生
産
者
と
見
て
、
問
者
の
聞
に
経
済
的
従
属
闘
係
を
見
た
か
っ
た

貼
に
於
て
は
ス
テ
ィ
l
ダ
も
リ
1
7
7
ン
も
一
致
し
て
ゐ
る
。

換
言
ず
れ
ば
ス
テ
ィ
1
ダ
も
リ
1
7
7
ン
も
と
も
に
問
屋
制
工
業
の

う
ち
に
近
代
的
資
本
闘
係
の
腕
芽
を
、
形
成
過
混
を
見
守
、
従
っ
て
問
屋
と
家
内
工
弐
者
の
う
ち
に
近
代
的
資
本
家
と
賃
借
貯
働
者
の

腕
芽
形
強
位
見
る
と
と
が
で
設
な
か
っ
た
コ

か
く
し
て
同
人
設
は
機
同
制
大

の
も
と
に
於
村
お
i
k
h

内
工
米
間
週
は
お
ふ
ま
で
も

友
〈
近
代
的
資
本
閥
係
形
成
過
程
を
も
説
明
し
え
な
い
で
あ
ら
う
。

、}〆崎
産
業
資
本
家
説
オ
ッ
ト
・
シ
ミ
ワ
ル
ツ
が
工
場
を
「
集
中
的
犬
経
替
」

(
N
E
E
-
Z
E
の
E
u
E
P
Y、
問
屋
制
エ
業
を
『
八
刀

四

散
的
犬
経
山
首
』
(
骨

N
E
E
-
E
r
z
p
o
E
E
5
3
と
規
定
し
て
以
来
、
問
屋
制
工
業
の
う
ち
に
工
場
に
於
け
る
と
同
じ
近
代
的
資
本
闘
係

を
従
っ
て
問
屋
と
家
内
工
業
者
一
の
う
ち
に
夫
々
産
業
資
本
家
的
性
格
と
賃
借
円
働
味
的
性
格
を
認
め
よ
う
B

と
す
る
傾
向
が
噴
く
表
れ

た
。
加
之
こ
の
傾
向
は
首
時
の
家
内
工
業
者
の
欣
態
に
よ
り
支
持
さ
れ
て
ゐ
た
。
蓋
し
皆
同
時
の
家
内
工
業
者
は
工
場
持
働
考
よ
り
も

喧
曜
か
に
悲
惨
た
生
活
欣
態
に
あ
っ
た
か
ら
。

シ
ュ
グ
ル
ツ
に
は
じ
ま
る
と
の
傾
向
は
一
方
に
シ
ュ
モ
ラ

1
・
プ
ェ
ッ
ヒ
ァ
ー
に
よ
り
、

他
方
に
ゾ
ム
パ
ル
ト
に
よ
り
継
承
さ
れ
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
屋
白
歴
史
的
特
質

凡
八
七

九
七

第
四
十
九
巻

第
六
鵠

Archiv fiir胃ozialpo1itckund Sozialwi泊 em;chaft.Bd. 4. 1891， S. 107-8. 
詳細については拙稿. リーフマンの ff~.1産制度論一経済論議第46巻第2競参照。
Liefmann， R.; a. a. O. S. 5。
Liefmann， R.; a. a. O. S. 36. 
Liefrnann， W.; a. a. O. S. 40 
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問
屋
の
歴
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

第
六
抵

九
i¥ 

八

人

入

川
町
シ
ュ
モ
ラ

1
・
プ
ェ
ッ
ヒ
7
1

シ
ュ
モ
ラ
1

の
問
屋
制
工
業
の
規
定
は
失
の
如
〈
で
あ
る
。
『
我
々
は
家
内
工
栄
ま
た
は
家
内
製

造
業
・
:
の
名
栴
の
も
と
に
生
産
が
家
族
に
於
て
、
家
に
於
て
、
手
工
業
的
に
、
筒
車
た
技
術
を
以
て
行
は
れ
、
之
に
反
し
販
支
は
も

は
や
生
怪
者
自
身
に
よ
り
行
は
れ
や
、
商
業
経
皆
考
友
石
特
殊
の
階
級
彼
等
が
自
分
で
も
ま
た
何
々
の
技
術
的
廃
却
を
行
ひ
、
そ
の

家
又
は
事
務
所
に
於
て
個
k

の
賃
持
例
者
を
も
っ
と
来
日
と
に
倒
せ
や
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
こ
と
に
よ
り
特
徴
。
け
ら
れ
る
、
ナ
ペ

2

l

i

 

b
i
-
-
i
‘

4

ニ

ヱ

b
i
d
-
、

:

コ

ゐ

〉

1
1
:
1

て
に
相
府
斜
配

1
3抑
制
部
在
住
合
す
と
』
」
泊
く

ι
加
く
刊
和
信
一
品
ユ

は
問
問
荷
役
捻
机
い
す
る
制
芹
と
生
産
佐
推
任
寸
る
城
門
ヱ
説
者

の
存
在
を
前
提
ず
る
が
、
屡
土
辿
ぺ
た
如
く
こ
の
問
屋
と
家
内
工
業
者
の
闘
係
の
う
ち
に
設
々
の
問
題
が
る
る
の
で
あ
る
。

と
の
問

題
に
闘
す
る
シ
ュ
モ
ラ

1
の
意
見
を
聞
か
う
。

問
屋
制
工
業
に
『
本
質
的
な
こ
と
は
相
作
用
す
る
こ
つ
の
臭
っ
た
枇
合
階
級
の
う
ち

に
、
即
ち
手
工
業
的
胴
鰭
が
商
人
的
頭
脳
を
持
つ
こ
と
の
ろ
ち
に
あ
る
ロ
商
舘
は
一
定
数
の
、
屡
-4

数
百
の
個
人
、
家
族
及
び
小
仕

事
揚
が
技
術
的
に
生
産
し
た
も
の
を
販
寅
ず
る
。
二
つ
の
枇
命
日
階
級
の
関
係
は
多
様
で
る
る
。
然
し
乍
ら
常
に
二
子
の
こ
と
が
主
要

友
と
と
k

し
て
残
句
向
。
』
そ
の
う
ち
の
一
は
『
雨
群
の
人
々
が
相
互
に
依
存
し
合
っ
て
ゐ
る
、
販
買
事
業
と
生
時
事
業
は
た
と
へ
私
法

上
一
定
数
の
大
小
企
業
と
賃
銀
契
約
と
に
分
裂
し
て
ゐ
て
も
事
費
上
金
鰐
を
構
成
し
て
ゐ
る
。
」
二
は
「
問
屋
は
常
忙
生
産
者
よ
り

す
ぐ
れ
で
ゐ
加
』
と
い
ふ
と
と
で
る
る
。
か
〈
て
『
会
開
』
を
構
成
す
る
問
屋
と
家
内
工
業
者
の
閣
の
『
枇
舎
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は

自
明
の
事
柄
で
あ
る
。
』

プ

3
ヒァ

1
は
問
屋
と
家
内
工
業
者
と
の
関
係
を
夏
ら
に
巧
妙
に
説
明
す
る
、

『
ワ
ェ
7
ラ
l
ク
経
営
は
品
目
脳
粧
品
百
と
分
校
経
営

に
作
用
が
匝
別
さ
れ
、
前
者
は
販
寅
を
取
扱
ひ
市
場
開
係
に
感
じ
て
生
時
を
指
揮
し
、

家
内
弁
働
斉
経
営
は
7

ェ
ア
ラ

l
タ
企
業
に

よ
り
奥
へ
ら
れ
た
限
界
内
の
生
産
に
自
制
す
る
と
こ
ろ
の
聯
合
憾
で
あ
ろ
。
前
者
は
支
配
粧
品
百
、
後
者
は
努
務
経
管
で
あ
る
」
と
。

Liefmann， R. u. a. O. S. 20-21. 

Liefmann， R.; a. a. O. S. 40 
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上
漣
し
た
と
こ
ろ
か
ら
明
か
友
る
畑
く
、

シ
ェ
モ
ラ

1
・
プ
エ
ヅ
ヒ
T
l
は
問
屋
と
家
内
工
業
者
を
以
て
『
会
鵠
』
『
聯
合
髄
』
と
考
へ

問
屋
の
一
家
内
工
業
者
支
配
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
し
か
も
倫
ほ
近
代
的
資
本
閥
係
の
存
在
を
否
定
す
る
。
ブ
ェ
ッ
ヒ
ァ

1
は
云
ふ
、

等
(
問
屋
と
家
内
工
業
者
l
筆
者
)
は
相
互
に
分
業
闘
係
に
立
つ
。
彼
等
の
闘
係
は
か
れ
ら
の
聞
に
於
て
は
工
場
に
於
け
る
が
如
く
支
配

加

と
従
印
刷
を
必
要
と
し
左
い
』

『
常
に
家
内
工
業
者
に
は
あ
る
程
度
ま
で
濁
立
し
た
小
経
営
が
残
る
。

屋
の
企
業
に
特
殊
の
存
在
を
導
入
す
る
]
と
。

そ
れ
が
そ
の
生
産
に
於
て
問

シ
ュ
モ
ラ
l
・
プ
ェ
ッ
ヒ
ァ
l
は
彼
等
の
所
謂
家
内
工
業
者
に
浅
さ
れ
た
「
狽
立
』
に
依
擦

し
て
案
内
工
業
者
に
針
す
る
牧
歌
的
解
難
所
導
き
出
し
た
。

然
し
袋
内
工
業
者
代
残
さ
れ
た
「
濁
立
』
は
外
見
上
の

に
す
ω
ぜ
な
い
3

な
る
ほ
ど
家
内
工
業
者
は
工
場
持
働
者
の
如
く

「
拙
州
立
』

杢
生
産
手
段
宇
喪
失
し
て
を
ら
示
、
従
っ
て
そ
の
弁
働
力
は
商
品
化
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
「
濁
立
」
寸
あ
る
や
う
に
見
え
る
。
然
し
彼

情
刊
の
一
般
失
し
て
め
り
山
川
市
場
航
路
の
交
問
機
、

n
f
-

一一炉、
1
2
1
J
:
、

企
討
白
即
日
下
↓
式
け

仙
川
か
も
工
場
附
打
倒
梓
が
工
場
主
な
し
に
は
生
作
し
え
泣
い
や
う

に
、
彼
等
を
し
て
は
問
屋
に
隷
属
せ
し
め
る
。

シ
ュ
モ
ラ
l
・
ブ
ュ
ッ
ヒ
ァ
l
は
家
内
工
業
者
の
外
見
上
の
「
鏑
立
』
の
背
後
に
あ
る
濁
立

の
喪
失
を
理
解
し
た
か
っ
た
。

プ
品
ヴ
ヒ
ア

l

は
現
貨
の
前
に
は
自
己
の
見
解
を
修
正
せ

Y
る
を
得
な
か
っ
た
。
玩
共
工
業
に
つ
き
一
百
ふ
、
『
人
は
何
ほ
蔚
〈
こ
の
終
管
形
態
(
問
屋

制
工
業
l
筆
者
)
を
現
想
調
L
て
ゐ
る
。
そ
の
理
由
は
か
う
で
あ
る
。
一
方
に
は
そ
の
世
界
市
場
H
首
て
の
生
粛
に
よ
り
手
工
業
の
限
界
を
脆
し
う
る

し
、
他
方
に
は
工
業
が
必
然
に
仲
ふ
捗
働
者
の
資
本
へ
の
依
存
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
生
産
者
は
あ
る
程
度
空
で
鴻
立
で
あ
る
か
、
同
』
『
然
L
貨

際
に
は
生
産
者
の
欣
態
は
尚
ほ
著
L
〈
異
る
o

子
供
白
サ
ン
タ
ク
ロ
1
1
(
玩
具
製
造
家
内
工
業
者
筆
者
)
は
決
し
て
安
楽
な
、
否
な
人
間
ら
し
い
生

活
す
ら
享
楽
し
て
ゐ
な
い
。
彼
等
は
彼
等
と
彼
等
の
生
産
物
の
消
費
者
と
の
間
に
介
入
し
て
販
賓
の
斡
施
に
致
ず
か
の
商
人
的
仲
介
者
へ
の
紹
謝
的
依

間

存
に
悩
ん
で
ゐ
る
。
』

グ
ム
バ
ル
ト
3

(B) 

案
内
工
業
者
の
「
濁
立
』
を
否
定
し
、
家
内
工
業
者
に
針
寸
る
牧
歌
的
解
燃
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ソ
ム
バ
ル
ト
は
シ
ュ
モ
ラ

1
・
プ
ュ
ッ
ヒ
ァ

I
土
り
更
に
一
歩
を
進
め
る
。
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
問
屋
制
工
業
に
闘
し
て
、

『
家
内
工
業
と
は

問
屋
白
歴
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

八
八
九

第
六
観

九
六，

『
彼

SchmoIler， G.; 3. O. O. S. 24-5 .. 
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Schmoller， G.; a. a. O. S. 26. 
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問
屋
の
園
田
史
的
特
質

第
六
競

O 
O 

第
四
十
九
巻団

第
働
者
が
そ
の
自
宅
に
於
て
雇
傭
さ
れ
る
と
と
ろ
の
個
人
資
本
主
義
的
経
営
組
織
で
る
る
』
と
述
べ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
問
屋
制
エ
業

の
う
ち
に
近
代
的
資
本
閥
係
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
然
ら
ば
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
何
に
基
い
て
近
代
的
資
本
闘
係
の
存
在
を
確

認
し
て
ゐ
る
の
か
、
ゾ
ム
パ
凡
ト
は
云
ふ
、
『
資
本
主
義
的
企
業
家
が
猫
占
的
に
所
有
す
る
と
と
る
の
「
生
産
要
素
」
は
、
出
家
内
工
業

に
於
て
は
物
的
生
産
手
段
の
全
慌
で
友
く
、
寧
L
リ
市
場
・
販
路
で
あ
る
凶
と
。
従
っ
て
ゾ
J

ム
バ
ル
ト
に
従
へ
ば
問
屋
は
市
揚
・
販
路

八
九

O

の
知
識
な
る
「
生
産
要
素
』
そ
有
す
る
が
般
に
近
代
的
資
本
家
で
あ
り
、
案
内
工
業
許
は
と
れ
を
も
た
な
い
が
故
に
賃
持
働
者
で
あ

り
、
か
く
て
問
屋
削
工
訟
の
う
ち
に
先
入
止
な
る
資
本
側
係
が
認
め
ら
れ
る
と
去
ふ
と
と
に
な
る
。
か
え
て
問
尾
川
工
業
が
資
本
主
義

的
粧
皆
組
織
で
あ
る
以
上
、

マニ

1
7
ァ
ク
チ
ュ
ア
・
工
揚
と
は
単
に
持
働
者
一
従
っ
て
弁
働
が
集
中
し
て
ゐ
る
か
分
散
し
て
ゐ
る
か
以

外
に
差
別
は
た
い
o

e
ソ
ム
バ
ル
ト
が
屡
々
資
本
主
義
的
工
主
組
織
を
卒
間
的
に
問
屋
制
工
業
と
マ
=
ュ
プ
ァ
ク
チ
ュ
ア
・
工
揚
と
に
医

別
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
以
上
の
如
き
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
問
屋
制
工
業
は
近
代
的

伊川

資
本
闘
係
形
戎
過
程
の
組
織
と
し
て
ピ
な
〈
、
資
本
嗣
係
の
完
成
し
た
組
織
と
し
て
表
れ
た
。

か
ミ
る
ゾ
ム
パ
ル
ト
の
誤
謬
は
市
場
・
販
路
の
智
識
を
生
産
要
素
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
彼
の
方
法
論
と
も
矛
盾
す

『
グ
ム
パ
ル
ト
は
人
々
が
販
路
の
性
質
を
工
業
活
動
の
差
別
標
識
と
す
る
と
と
を
非
難

じ
た
。
然
し
彼
自
身
は
販
路
の
智
識
を
生
産
要
素
に
す
ら
し

h
』
と
云
っ
た
の
は
首
っ
て
ゐ
る
。
グ
ム
パ
ル
ト
は
お
γ

ろ
生
産
手
段
が

る
。
リ
1

7

7

ン
は
こ
の
賠
を
指
摘
し
て
、

家
内
工
業
者
の
所
有
に
局
し
、
従
っ
て
問
屋
制
工
業
に
は
完
全
及
}
近
代
的
資
本
闘
係
が
存
在
し
友
い
に
か
与
は
ら
や
J

、
問
屋
に
よ
る

市
揚
・
販
路
の
凋
占
は
家
内
工
業
者
の
『
獅
立
』
を
完
全
に
喪
失
せ
し
め
た
と
云
ふ
べ
き
で
る
っ
た
。

以
上
詳
述
し
た
如
く
シ
ュ
ワ
ル
ツ
の
寸
分
散
的
犬
粧
品
百
』
友
る
見
解
は
シ
ュ
モ
ラ

1
・
プ
ュ
ッ
ヒ
ァ
ー
を
過
し
て
、
ゾ
ム
パ
ル
ト
に
於
て

行
き
つ
〈
す
黙
に
ま
で
到
達
し
た
。

シ
f
T
ラ
1
・
プ
ュ
ッ
ヒ
ァ

l
は
と
の
道
程
に
於
け
る
中
間
様
で
あ
り
、
彼
等
は
問
屋
に
よ
る
家
内

工
業
者
支
配
を
認
め
た
が
ら
、
し
か
も
家
内
工
業
者
が
生
産
手
段
を
所
有
し
て
ゐ
る
こ
と
を
迎
凶
と
し
て
家
内
工
業
者
の
『
狽
立
』
を

Samml 2， S. 175 
群細については拙稿;問犀制工業の資本家的性格一級概論叢第47巻第z貌参照。
36) Somhart， W.; a. a. O. S. 11-7・
Heldは略々岡ーの見解を示してゐる、日(L一場工業を文配にもたらしたそ
れ以後の過程は、速かに、俄かに、そ L て非常に大*!~.~I!I亡完成されたが、然

34) 
35) 
37) 



認
め
た
。
家
内
工
業
者
が
生
産
手
段
を
所
有
し
て
居
り
、
従
っ
て
問
屋
加
工
業
の
う
ち
に
完
全
友
近
代
的
資
本
閥
係
を
認
め
友
か
っ

た
彼
等
の
見
解
は
正
し
い
が
、
家
内
工
業
者
が
生
産
手
段
を
所
有
す
る
こ
と
は
直
ち
に
家
内
工
業
者
の
『
濁
立
』
を
保
詮
ず
る
も
の

で
は
た
い
。
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
家
内
工
業
者
の
『
狽
立
』
を
否
定
す
る
と
云
ふ

E
し
い
企
刷
の
た
め
に
、
家
内
工
業
者
か
ら
生
産
手
段
を

奪
取
す
る
と
云
ふ
誤
謬
を
犯
し
た

Q

か
〈
の
如
く
産
業

F

資
本
家
設
は
多
く
の
誤
謬
を
犯
し
て
ゐ
る
が
、

し
か
も
左
ほ
商
人
説
よ
り
も

遥
か
に
国
民
貨
に
接
近
し
て
ゐ
る
。

回

す

ぴ

む

以
上
詳
述
し
た
如
〈
問
屋
制
工
業
は
一
方
に
於
て
従
来
の
生
産
方
法
に
ま
脚
し
、
従
っ
て
零
細
家
内
工
業
者
は
労
働
手
段
、
往
k

M
，H
倒
什
決
佐
も
一
川
有
し
、
前
資
本

E
義
的
生
産
方
法

K
I仰
し
な
が
ら
、
他
方
に
於
て
問
医
に

r
b販
路
を
叩
聞
い
向
式
」
れ
、
一
泌
氏
は
生

原
段
階
統
一
の
機
能
を
も
潤
い
泊
さ
れ
て
、
質
賃
上
質
持
働
者
れ
斡
ル
ー
す
る
と
一
去
っ
た
工
業
生
産
方
法
で
あ
り
、
恰
か
も
近
代
的
資
本

闘
係
の
形
成
過
程
を
表
徴
し
て
ゐ
る
。
問
屋
制
工
業
従
っ
て
問
屋
の
も
つ
か
L
る
二
両
性
こ
そ
中
世
的
批
合
組
織
・
ギ
ル
ド
組
織
を

覆
へ
し
、
近
代
的
資
本
閥
係
を
用
意
す
る
と
云
ふ
歴
史
的
機
能
の
某
礎
で
あ
る
。

F
イ
ツ
の
歴
史
事
汲
の
経
済
商
学
者
は
問
屋
制
工
業
従
っ
て
問
屋
の
も
つ
か
L

る
二
面
性
を
理
解
し
え
た
か
っ
た
。
商
人
誌
は
家
内

工
業
者
を
手
工
業
者
の
延
長
と
見
、
問
屋
を
皐
左
る
商
人
と
見
る
こ
と
に
よ
り
、
問
屋
制
工
業
の
う
ち
に
近
代
的
契
機
を
見
友
か
っ

た
と
す
れ
ば
、
産
業
資
本
家
設
は
問
屋
制
工
業
の
う
ち
に
近
代
的
契
機
の
み
を
見
て
、
手
工
業
的
契
機
を
見
な
か
っ
た
と
云
へ
る
。

貫
理
は
か
L
る
手
工
業
的
契
機
と
近
代
的
契
機
の
封
立
的
統
一
の
う
ち
に
あ
り
、
決
し
て
問
屋
制
工
業
の
牧
歌
的
解
楳
の
う
ち
に
あ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
。

r
イ
ツ
歴
史
準
決
の
雨
方
向
へ
の
偏
向
は
同
時
に
問
屋
制
工
業
の
歴
史
的
機
能
更
に
は
近
代
的
資
本
閥
係
形

成
過
程
の
理
解
を
妨
げ
る
で
あ
ら
う
。

問
屋
白
歴
史
的
特
質

第
四
十
九
巻

第
六
続

O 

"-
九

しもは宇古い枇曾秩序の濁立の豊富t草ではなかった寸 (Held，A.; a. a. O. S. 
676)と述べ、手工業より問屋制工業への推移により近代的費本関係が完成 L
たととを強調してゐる。
Liefmann， R..: a. a. O. S. 18 38) 




